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Q　�波津漁港は今後どのように展開するのか。また、漁
港内の用途変更等行うのか。

A　�漁業と地域観光の連携で持続可能な波津地域をつく
る計画を進めているため、用途変更を行う予定。内
容は漁港用地の有効活用を図ることが目的で、駐車
場整備等の平面図をデジタル化し、用途変更手続き
の効率化を図るもの。

Q　�農業次世代人材投資資金 825 万円計上しているが、
新規就農者への支援の状況はどうなっているか。

A　�夫婦型では 225 万円、単身型では 150 万円の支援
を５年間行っている。岡垣町はいちごの就農がメイ
ンで、毎年一人から一組を支援しており、離農者の
ビニールハウス活用で就農者の初期投資が抑えられ
る利点がある。
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農林水産業費　２億 9024 万円

Q　�まちのブランド戦略や PR強
化をどのようにするのか。

A　�自然や住みやすさが町の強み
である。それを町内外へ発信
するために、「おかがきＰＲ課」
を立ち上げる。

Q　�「地域コミュニティの課題解決
に向けて、全自治区を職員が
回り課題を確認する」という
取組のスケジュールとその意
見の活用等についてどう考え
ているか。

A　�55自治区あるので、２か月以
上はかかると認識。広報紙の自
治区未加入者への配布や防犯
灯の利用等、課題が多いことは
承知している。対話の中で各自
治区の状況を把握し、色々な策
を考えていきたい。

町長の施政方針	～ポイント～

　令和４年度の一般会計は、新型コロナウイルス感染症の影響で不透明だった世の
中の動きがある程度見えてきて、３年度堅めに見積もった税収の落ち込みなどをほ
ぼ元に戻すとともに、交付金の増額で町債（借金）を減らし、財務体質を改善する
ところに特徴があります。しかし前年度の当初予算と比較すると、コロナ関連の対
策等もあり、総額で11億４千４百万円の増加となっています。支出では、ますます
膨らむ民生費が懸念されます。

ひとくち解説

1 1 3億113億 4 5 0 0万4 5 0 0万円円
		 昨年比１億4400万円増（過去最高額）昨年比１億4400万円増（過去最高額）

　ワニの口の拡大（基金減少・町債
増加）は止まった！
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Q　�オンデマンド交通システムと
はどんなものでいつから始ま
るのか。

A　�現在運行している乗合タク
シーの利便性を高めるため
に、電話予約に加えスマホ・

パソコン等電子機器から予約できるようにするもの。乗合タ
クシーの運行拡大に合わせて 10月から運用開始予定。

Q　�応援寄附金予算４億
円となっているが、
ニーズの変化をとら
え将来的にどこま
で伸ばすか。また、
岡垣町をPRできる

イベントとのコラボなどを盛り込んだ特色ある返礼品は検討
できないか。

A　�今後もこのまま、寄附額を伸ばしていきたい。返礼品
についても、寄附者の傾向を捉えた返礼品を充実させ
ることはもちろんのこと、岡垣町の「体験型商品、観
光コンテンツ」を取り入れた返礼品の開発も検討して
いきたい。
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公共交通体系整備事業費　１億 1211 万円

ふるさと納税　おかがき応援寄附金　４億円

ふるさと応援寄附金予算額の推移

　新型コロナウイルス感染症な
ど直面する課題に対応しつつ、
日本社会のあり方や国民のライ
フスタイルの変化を的確に把握
しながら、自然の豊かさ、暮ら
しやすさといった岡垣町の魅力
をさらに高め、その魅力を多く
の人に戦略的に届けることで、
「自然と共生する　しあわせ実
感都市　岡垣」の実現に向け全
力で取り組みます。

Q　�第６次総合計画を踏まえ、
またシーリング枠に配慮
した予算と認識するが、
一般予算の重点、また編
成上の課題についてはど
う考えているか。

A　�まずはコロナにしっかりと
対応する編成をしている。
また、危機管理の体制整備、
住環境の整備等、たくさん
ある。そして協働のまちづ
くり、財政再建。課題につ
いては、イレギュラー対応
できる職員の育成が急務だ
と考えている。

町長の施政方針	～ポイント～
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町長の施政方針 

〜ポイント〜 

新型コロナウィルス感染症など直
面する課題に対応しつつ、日本社
会のあり⽅や国⺠のライフスタイ
ルの変化を的確に把握しながら、
自然の豊かさ、暮らしやすさとい
った岡垣町の魅力をさらに高め、
その魅力を多くの人に戦略的に届
けることで、「自然と共生する し
あわせ実感都市 岡垣」の実現に
向け全力で取り組みます。 

 

 

Q 第６次総合計画を踏まえ、また
シーリング枠に配慮した予算と認
識するが、一般予算の重点、また編
成上の課題についてはどう考えて
いるか。 
A まずはコロナにしっかりと対
応する編成をしている。以下、危機
管理の体制整備、住環境の整備等、
たくさんある。そして協働のまち
づくり、財政再建。課題について
は、イレギュラー対応できる職員
の育成が急務だと考えている。 
 

公共交通体系整備事業費 １億１２１１万円 

  

写真 

Q オンデマンド交通システムとはどんなも
のでいつから始まるのか。 
A 現在運行している乗合タクシーの利便性
を高めるために、電話予約に加えスマホ・パソ
コン等電子機器から予約できるようにするも
の。乗合タクシーの運行拡大に合わせて１０
月から運用開始予定。 
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Q 応援寄附金予算４億となっているが、ニ
ーズの変化をとらえ将来的にどこまで伸ばす
か。また、岡垣町をＰＲできるイベントとのコ
ラボなどを盛り込んだ特色ある返礼品は検討
できないか。 
A このまま手を緩めることなくどこまでも
伸ばしたい。返礼品の人気としては、ＮＯ．１
商品が、一昨年はもつ鍋、昨年は和牛とニーズ
は変化している。ニーズに合わせて取り組む
ことはもちろん、品物でない、岡垣町特有のも
の「体験型商品、観光コンテンツ」を併せたも
のを検討している。 

ふるさと応援寄付金予算額の推移  

※数字は万円単位 
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　保険給付費（医療機関に支払う医療費）
が１億 8943 万円増加しました。

Q　�コロナで受診控えがあった影響が、今
後は少なくなると見込んだ予算増額か。

A　�給付予想の積算によるもの。過去３
年の給付額を基に算出した結果、令
和２年度予算と同等の額となった。

国民健康保険事業特別会計
	 33 億 1610 万円

　後期高齢者医療広域連合への納付金（後
期高齢者医療費は広域連合が医療機関に支
払う）が 2506 万円増加しました。

Q　�10 月から、所得額に応じた２割負担
が実施される。岡垣町ではどの程度
影響があるか。

A　�町内で把握することはできないが、厚
生労働省によれば、全国的には対象
者の 23%程度となっているので、町
にあてはめれば影響があるのは、お
おむね 1300 人と推定される。

後期高齢者医療特別会計
	 ６億 3478 万円

■特別会計予算

　収益的収入　８億 7406 万円
　収益的支出　８億 5831 万円
　当期利益� 1575 万円

　昨年 10 月に使用料の引き上げを行いま
したが、町の繰入金を減らしたため、収入
が 1374 万円減少しました。支出も 160 万
円減少し、利益も 1213 万円減少しました。

下水道事業会計

　収益的収入　６億 3103 万円
　収益的支出　５億 4888 万円
　当期利益� 8215 万円

　昨年10月に実施した使用料の引き上げの
影響などで、収入が 4009 万円増加しまし
た。支出も1482万円増加しましたが、結果、
利益は2527万円の増加となりました。

Q　�水源開発費 1600万円が計上されてい
るが、新たな井戸を掘るのか。

A　�糠塚の１号井戸が孔内の土砂堆積によ
り、くみ上げができなくなっているた
め、その近くに掘りかえるものである。

水道事業会計

■公営企業会計予算

ロシア連邦によるウクライナ侵攻に断固抗議する決議を採択
　２月 24日、ロシア連邦がウクライナへ侵攻したことを受け、岡垣町議会でも３月 18日に決議を採択
しました。決議内容は下記のとおりです。

　我が国を含む国際社会が強く自制を求める中、ロシア軍は、本年２月 24日、ウクライナに侵攻した。
さらにその後、民間人を含め多数の犠牲者を出し続けている。これは、国際社会の平和と安全を著し
く損なう、断じて容認することができない暴挙である。さらに、プーチン大統領は戦略核兵器の使用
についても示唆している。岡垣町では、唯一の戦争被爆国として核兵器廃絶平和の町宣言を行ってお
り、こうした核兵器による威嚇は断じて看過できない。このような力を背景とした、一方的な現状変
更への強行は、明らかに国際連合憲章違反であり、断じて容認できない暴挙である。
　よって、岡垣町議会は、ロシア連邦による一連のウクライナへの軍事侵攻に断固抗議するとともに、
武力行使の即時停止とロシア軍の即時撤収、国際法の遵守を強く求める。以上、決議する。
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Q　�新課を設置することで、どのように
変わっていくのか。

A　�町や観光協会、企業などが連携して、
町内外への情報発信を強化する。

新課「おかがきPR課」を設置する条例

　岡垣町は平成30年度に行政改革推進計画を策定しました。その計画に基づいて、平成30年 10月か
ら受益者負担率が目標に達していない総合グラウンド、松ケ台グラウンド、ふれあいスポーツ広場の使
用料の引き上げを行いました。また、令和２年度には情報プラザ人の駅、岡垣サンリーアイの使用料金
が引き上げられました。その際に激変緩和として、使用料金を急激に引き上げない措置がとられました。
　今回の使用料金改定は、前回の改定の延長線上のもので、受益者負担率が目標に達していない施設
が対象となりました。

Q　�物価が上昇する一方、給与は上がらない。今は使用料金
を引き上げる時期ではないのではないか。

A　�住民生活への影響は考えている。その中で、情勢の変化
を考えながら引き上げを考えていきたい。

Q　�松ケ台グラウンドは駐車場や設備面で総合グラウンドと
差がある。使用料金の改定をするのであれば、将来的に
は改修工事なども考えていくべきではないか。

A　�これまで、簡単な改修については要望には応えてきた。今
後も、財政負担を含め、町長部局と相談し検討していきたい。

附帯決議を採択しました
　議会側から、次の２点について、十分検討するように要望しました。
　　１．町民に対して、料金の見直しに係る説明を十分に行い、理解を求めること。
　　２．�新型コロナウイルス感染症の感染状況や社会経済の動向等を踏まえ、料金改定の適用時期に

ついて、慎重かつ十分な検討を行い施行すること。

情報プラザ人の駅、岡垣サンリーアイ、総合グラウンド、松ケ台グラウンドの使用料金が
令和５年４月１日から引き上げられます

Q　�いこいの里へ移設する目的は何か。

A　�社会福祉協議会の組織は様々な団体と
繋がっており、人材育成や情報共有な
どのネットワークを構築できる。移設
することによりボランティアの拠点と
なり情報共有がスムーズになる。

ボランティアセンターを地域交流センター
からいこいの里へ移設する条例
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■その他主な議案

改善が望まれる松ケ台グラウンド
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　令和３年度も１年近くを経過し、町の歳入・歳出ともおおむね着地点が見えてきました。そのため
今回の補正は、令和３年度の「決算見込み」に当たり、歳入歳出額を調整するものです。

Q　�３年度の予算調製の特徴として、財政調整基金等を積み
増すものとなっている。今後どう見通すか。

A　�令和３年度の決算は良好。要因として、懸念されていた
コロナ禍で、思ったほど国・町とも収入が落ち込まなかっ
たことや、個別の要因では応援寄附金が増加したことな
どによる。

Q　�道路の損傷などによる事故が増えてきている。ライフラ
インのメンテナンス等にも目を向けてほしい。

A　�平成 24年度から令和元年度まで、基金の積み立て状況や
町債の増加など、財務状況は県内でも低いレベルにあっ
たため行政改革を実施してきた。その効果もあり、基金
の積み増しができた。今度は、ライフラインのみならず、
教育施設など町の資産の老朽化にも対応するため、さら
に基金を積み増してそのバランスをとっていきたい。

令和３年度岡垣町一般会計補正予算　
６億4895万円増額、　総額126億 3819万円へ

前定例会終了後の本会議・委員会・協議会等についてお知らせします。

日時 委員会等 議題

　1月12日 議会運営 第1回臨時会運営

　1月13日 研修会 町村議会議員研修

　1月14日 本会議 第1回臨時会（１日間）
本会議・委員会・全員協議会

　2月15日 議会運営 第1回定例会運営	

　3月　2日
～18日 本会議

第１回定例会（17日間）
本会議・一般質問・委員会・
全員協議会

　3月30日
　4月　4日 議会広報 議会だより編集

次回定例会は
６月３日（金）
開会の予定です

傍聴または議会中継でどうぞ

議 会 の 動 き

陥没した道路の補修状況

6概要・議会の動き

会議録 議会中継

検索は
こちらから
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議決の状況について
議員の賛成○・反対●・除斥  除・退席  退・欠席  欠

内　　　容
採
決
日

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

結果

川
地
　
啓
輔

神
崎
　
宣
昭

平
山
　
正
法

安
里
　
雅
恵

太
田
　
　
強

木
原
　
大
輔

横
山
　
貴
子

市
津
　
広
海

曽
宮
　
良
壽

広
渡
　
輝
男

太
田
　
清
人

三
浦
　
　
進

岡垣町教育委員会委員の任命について 3/2 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
新課「おかがき PR 課」を設置し、組織改編を行う条例改正です 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
地域交流センター内にある岡垣町ボランティアセンターを
いこいの里に移設する条例改正です 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

情報プラザの会議室等の使用料を引き上げる条例改正です 3/18 賛成多数
可決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

町民総合グラウンド、松ケ台グラウンドの使用料を引き上
げる条例改正です 3/18 賛成多数

可決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

サンリーアイのハミングホール等の使用料を引き上げる条
例改正です 3/18 賛成多数

可決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇

個人情報保護関連の法律の改正に伴う、岡垣町個人情報保
護条例の改正です 3/18 賛成多数

可決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

町長部局の職員と教育委員会所管の学校職員の定数を変更
する条例改正です 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

町の一般職職員の期末手当引き下げ等の条例改正です 3/18 賛成多数
可決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

町の任期付職員の期末手当引き下げ等の条例改正です 3/18 賛成多数
可決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議会議員の期末手当を引き下げる条例改正です 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
町長ほか町の特別職の期末手当を引き下げる条例改正です 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
町所有のため池に設置された、太陽光発電施設の使用料を規定
する条例に引用している法律名等の変更に伴う条例改正です 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
新たな附属機関として、地域共生推進協議会を設置する条
例改正です 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
家庭的保育事業者等の書面の保存について、電磁的記録

（データ等）による対応も認める条例改正です 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
保育所や幼稚園等の書面の保存について、電磁的記録（デー
タ等）による対応も認める条例改正です 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
消防団員の報酬を見直す条例改正です 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
保守点検や施設の維持管理等の契約について、複数年度分
の契約が可能になる条例の制定です 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和３年度　岡垣町一般会計補正予算（第９号） 3/3 賛成多数
可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

令和３年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 3/3 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和３年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 3/3 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和３年度　岡垣町水道事業会計補正予算（第３号） 3/3 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和３年度　岡垣町下水道事業会計補正予算（第３号） 3/3 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度　岡垣町一般会計予算 3/18 賛成多数
可決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度　岡垣町国民健康保険事業特別会計予算 3/18 賛成多数
可決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度　岡垣町後期高齢者医療特別会計予算 3/18 賛成多数
可決 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度　岡垣町水道事業会計予算 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和４年度　岡垣町下水道事業会計予算 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
遠賀郡４町、北九州市、中間市で設置する北九州都市圏広
域行政推進協議会の廃止の協議を行います 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

学童保育所の指定管理者を引き続き「NPO 法人こども未来
おかがき」に決定します 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
高倉・野間の一部道路を町道に認定します 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
和解及び損害賠償の額の決定に係る専決処分の報告について 3/18 報告 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
新課設置等に伴う議会委員会条例の改正です 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ロシア連邦によるウクライナ侵攻に断固抗議する決議 3/18 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

※議長は地方自治法の規定により議決には加わりません。
　内容の文言は一部、議案の正式名称ではなく分かりやすく表記しています。

賛成反対表（一覧表）
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昨
年
12
月
議
会
で
求
め
た
公
共

施
設
へ
の
Ｗ
ｉ
－
Ｆ
ｉ
設
置
が
予

算
化
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

　

政
府
は
、
今
年
度
ま
で
に
国
民

全
員
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

取
得
す
る
よ
う
、
市
町
村
に
求
め

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
関
連
予
算
は
増
額
さ

れ
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
用
を
国
民
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
拡
大
す
る
こ
と
で
、
個
人

情
報
漏
洩
の
懸
念
は
ぬ
ぐ
え
な
い
。

　

町
は
、
平
成
30
年
度
に
計
画
さ

れ
た
行
政
改
革
推
進
計
画
に
基
づ

い
て
、
施
設
の
使
用
料
金
を
引
き

上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。
施
設
を

必
要
と
し
て
き
た
住
民
に
と
っ
て

は
、
利
益
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、

福
祉
の
後
退
に
繋
が
る
た
め
反
対

す
る
。

　

令
和
３
年
度
は
、
国
際
交
流
協
会

へ
の
補
助
金
適
正
化
を
求
め
補
正
予

算
に
対
し
て
反
対
を
し
続
け
て
き
た

が
、
４
年
度
予
算
額
に
は
変
化
が
あ
っ

た
。
額
的
に
納
得
は
し
て
い
な
い
が
、

今
後
は
要
綱
を
含
め
、
補
助
金
の
妥

当
性
等
検
証
が
必
要
な
た
め
、
本
理

由
に
よ
る
反
対
は
撤
回
す
る
。

　

予
算
案
全
般
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
リ
バ
ウ
ン
ド
が
あ
る
程
度
盛
り
込

ま
れ
、
違
和
感
は
な
い
。
財
務
体
質

も
、
借
金
の
圧
縮
で
改
善
が
進
む
こ
と

は
評
価
で
き
る
。

　

コ
ロ
ナ
騒
動
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
の

悪
影
響
、
足
元
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
崩
壊
懸
念
と
課
題
は
山
積
で
あ
る
。

　

仕
事
の
優
先
順
位
の
再
確
認
で
、

限
ら
れ
た
経
営
資
源
を「
選
択
と
集

中
」
し
、
予
算
執
行
に
生
か
す
こ
と
を

要
望
し
て
、
賛
成
す
る
。

　

町
長
は
、「
町
債
を
減
ら
し
、
基

金
を
増
や
す
」
と
い
う
考
え
で
行

財
政
改
革
を
行
い
、
今
年
度
も
町

債
残
高
は
減
少
の
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
。
今
回
の
目
玉
は
、
組
織

の
改
正
で「
お
か
が
き
Ｐ
Ｒ
課
」「
デ

ジ
タ
ル
推
進
課
」の
設
置
で
あ
る
。

　

町
長
は
、
戦
略
的
に
岡
垣
町
を

Ｐ
Ｒ
し
、
町
の
将
来
の
飛
躍
を
期

し
て
、
自
然
環
境
や
都
市
基
盤
の

整
備
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
行

い
、
さ
ら
に
住
み
や
す
い
町
を
つ

く
り
、
都
市
部
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

の
移
住
な
ど
で
人
口
増
を
目
指
す

考
え
を
施
政
方
針
で
述
べ
て
い
る
。

「
第
６
次
総
合
計
画
」
に
沿
っ
た
ま

ち
づ
く
り
が
一
歩
一
歩
進
め
ら
れ

る
と
期
待
し
て
賛
成
す
る
。

　

民
生
費
の
子
育
て
支
援
す
る

経
費
や
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対
策
費

な
ど
で
か
つ
て
な
い
大
幅
な
増
額

予
算
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
見
え
な
い

中
、
感
染
対
策
と
経
済
対
策
へ
向

け
て
、
高
齢
者
支
援
や
子
育
て
支

援
な
ど
の
安
心
の
町
づ
く
り
へ
向

け
た
予
算
は
評
価
す
る
。

　

今
後
さ
ら
に
、
町
民
の
生
活
基

盤
と
な
る
道
路
等
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
に
加
え
、
発
展
性
を
高
め

る
た
め
の
土
木
費
や
農
林
水
産
費

な
ど
の
産
業
基
盤
の
強
化
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
て
賛

成
す
る
。

平ひ
ら
や
ま山

　
正ま

さ
の
り法

　
議
員

太お
お
た田

　
清き

よ
と人

　
議
員

太お
お
た田

　
　
強つ

よ
し

　
議
員

広ひ
ろ
わ
た
り渡

　
輝て

る
お男

　
議
員

反 

対

賛 

成

施
設
の
料
金
引
き
上
げ
る
な

「
選
択
と
集
中
」
で
予
算
執
行
を

戦
略
的
に
岡
垣
町
を
Ｐ
Ｒ

積
極
的
な
予
算
化
を
求
め
る

令和４年度

岡垣町一般会計予算
歳入歳出総額　113億4500万円　前年比11. 2％増
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岡
垣
町
に
と
っ
て
影
響
が
な
い

が
見
過
ご
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
来
年
度
に
は
、
市
町
村
の
個

人
情
報
が
国
の
基
準
に
統
合
さ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
国
が
個
人
情
報

を
統
合
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
地

方
自
治
体
に
制
定
す
る
個
人
情
報

の
条
例
に
も
縛
り
を
か
け
る
。
こ

の
条
例
改
正
は
、
そ
の
足
が
か
り

と
な
る
た
め
反
対
す
る
。

　

独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
条

文
に
規
定
す
る
法
律
名
等
を
改
正

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
改
正

し
な
け
れ
ば
、
な
く
な
っ
た
法
律

に
沿
っ
た
条
例
と
な
り
、
そ
ご
を

来き
た

す
。
そ
の
た
め
、
改
正
が
必
要

と
判
断
し
賛
成
す
る
。

　

お
か
が
き
応
援
寄
附
金
へ
の
積

立
金
を
４
億
円
計
上
や
町
税
５
・

６
％
増
・
地
方
交
付
税
５
・
７
％

増
の
歳
入
一
般
財
源
が
確
保
さ
れ

て
町
の
努
力
が
伺
え
る
。
一
方
、

民
生
費
に
か
か
る
割
合
が
11
・

９
％
増
で
全
体
の
43
・
２
％
と
依

然
と
し
て
高
く
、
教
育
費
、
商
工

費
、
農
林
水
産
業
費
に
十
分
な
対

応
が
で
き
る
か
懸
念
す
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
お
か
が
き
Ｐ

Ｒ
課
新
設
で
町
の
情
報
発
信
強
化

で
定
住
人
口
増
に
繋
げ
る
取
組

や
、
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
周
辺
の
環
境

整
備
、
公
共
交
通
網
見
直
し
な
ど
、

今
後
の
町
の
発
展
に
は
期
待
す
る

こ
と
が
多
い
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の

状
況
で
町
民
目
線
で
の
施
策
を
要

望
し
て
賛
成
す
る
。

　

立
地
に
恵
ま
れ
た
岡
垣
町
も
防

災
対
策
は
急
務
だ
と
思
う
。
町
長

の
施
政
方
針
に
あ
る
よ
う
に
、
こ

れ
ま
で
も
で
ん
た
つ
く
ん
の
整
備
、

河
川
等
監
視
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な

ど
重
点
的
に
防
災
体
制
の
強
化
を

図
っ
て
こ
ら
れ
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、
災
害
対
策
の

専
門
知
識
を
有
す
る
危
機
管
理
専

門
職
員
が
配
置
さ
れ
る
の
と
と
も

に
、
武
道
館
に
備
蓄
倉
庫
を
設
置

す
る
な
ど
防
災
体
制
の
強
化
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

点
で
は
な
く
、
面
で
見
守
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
賛
成
す

る
。

平ひ
ら
や
ま山

　
正ま

さ
の
り法

　
議
員

太お
お
た田

　
清き

よ
と人

　
議
員

川か
わ
ち地

　
啓け

い
す
け輔

　
議
員

安あ
さ
と里

　
雅ま

さ
え恵

　
議
員

反 

対

賛 

成

重
大
な
危
惧
が
生
じ
る

文
言
改
正
は
妥
当

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中
で

防
災
対
策
の
強
化
に
期
待
す
る

個人情報保護条例の一部を改正する条例
　昨年国会で成立したデジタル関連法に基づき、独立行政法人等の保有
する個人情報が国の基準に統合されるため、文言の修正を行うものです。



町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

町
政
を
問
う

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
町
民
を
代
表
し
、

町
長
・
教
育
長
な
ど
に
　
　
　 

町
の
方
針
や
施
策
を
問
い
ま
す
。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

議会のHPから録
画データを視聴で
きます

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

平
山

地
域
猫
活
動
と
は
、
地
域
住
民
の
合

意
の
も
と
、
住
民
グ
ル
ー
プ
が
主
体
と
な
っ

て
、
不
妊
去
勢
手
術
や
一
定
の
ル
ー
ル
に
基

づ
い
た
エ
サ
や
り
、
ト
イ
レ
の
管
理
な
ど
を

行
い
、
一
代
限
り
の
命
を
全
う
さ
せ
、
数
年

か
け
て
地
域
か
ら
野
良
猫
が
い
な
く
な
る
こ

と
を
目
指
す
と
い
う
活
動
で
す
。

　

町
内
で
は
、
地
域
猫
活
動
支
援
事
業
を
開

始
し
て
約
２
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

活
動
団
体
の
取
組
に
つ
い
て
、
ど
う
認
識
し

て
い
ま
す
か
。

町
長

現
在
４
つ
の
団
体
が
町
の
認
定
を
受

け
、
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
在

も
猫
に
関
す
る
相
談
は
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
と
大
き
く
違
う
点
は
、
認
定

団
体
が
活
動
さ
れ
て
い
る
地
域
か
ら
の
相
談

は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

地
域
猫
活
動
は
、
野
良
猫
へ
の
対
応
と
し

て
数
少
な
い
有
効
策
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
支
援
事
業
の
導
入
と
こ
れ
に
伴
う
活
動

団
体
へ
の
支
援
は
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

平
山

認
定
団
体
が
増
え
な
い
背
景
は
、
近

隣
住
民
か
ら
共
感
さ
れ
に
く
い
点
で
す
。
ま

た
、
制
度
の
内
容
が
複
雑
で
利
用
し
に
く
い

議員
町長

地
域
猫
活
動
に
対
し
て
の
認
識
は

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る

こ
と
も
一
因
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

町
長

制
度
の
目
的
や
内
容
の
周
知
が
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
地
域
と
の
合

意
形
成
が
負
担
に
感
じ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
猫
へ
の
思
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
違
う
た

め
、
活
動
に
際
し
て
は
近
隣
住
民
に
趣
旨
を

十
分
に
説
明
し
、
理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
住
民
の
皆
さ
ん
に
制
度
の
目
的
や

内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
周
知
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

この活動が広がってほしいニャン

平
ひらやま

山　正
まさのり

法 議員

ページ 議員氏名 内　　容

10 平山　正法 　１．地域猫活動支援事業について
◇２．ジェンダー平等の達成に向けて

11 太田　清人

　１． コミュニティ（地域共同体）存続の具体策に
ついて（その２）

　２． ボランティア団体の現状と課題、支援強化の
具体策について

11 広渡　輝男
　１．自然と共生するしなやかなまちづくりに向けて
　２．次世代へつなぐ農業の基盤の充実について 
　３．風力発電の現状と我が町の方針について

◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です◇はこの議会だよりに掲載できなかった質問です

10町政を問う　一般質問



広
渡

平
成
26
年
12
月
の
一
般
質
問
に
引
き

続
き
質
問
し
ま
す
。

　

町
が
抱
え
る
課
題
を
反
映
し
た
地
域
強
靱

化
計
画
を
早
期
に
策
定
し
、
国
の
財
政
支
援

を
受
け
な
が
ら
実
現
化
を
図
る
こ
と
が
最
も

重
要
で
す
。「
自
然
と
共
生
す
る
し
な
や
か
な

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
岡
垣
町
地

域
強
靱
化
計
画
の
策
定
の
方
針
と
①
国
土
強

靭
化
へ
向
け
た
取
組
と
考
え
方
②
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
で
あ
る
上
水
道
・
下
水
道
・
町
道
な
ど

の
充
実
強
化
③
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
農
業
の
基

盤
の
充
実
④
響
灘
沖
の
風
力
発
電
の
現
状
と

わ
が
町
の
方
針
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

町
長

町
に
お
い
て
も
事
前
防
災
・
減
災
と

復
旧
復
興
に
資
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
実
施
し
、
町
土
の
強
靱
化
を
推
進
す

る
た
め
、
第
６
次
総
合
計
画
と
の
整
合
性
図

り
な
が
ら
他
の
計
画
な
ど
の
指
針
と
な
る
地

域
強
靭
化
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

生
活
に
不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る

水
道
・
下
水
道
・
町
道
は
経
年
に
よ
る
老
朽

化
が
進
み
、
適
切
な
維
持
管
理
や
、
施
設
の

改
修
更
新
が
課
題
で
あ
る
た
め
、
更
新
計
画

等
を
策
定
し
、
計
画
的
な
改
修
更
新
に
努

め
、
施
設
の
安
全
性
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

議員
町長

自
然
と
共
生
す
る

 

し
な
や
か
な
ま
ち
づ
く
り

防
災
・
減
災
へ
向
け
て

 

町
土
強き

ょ
う
じ
ん靱
化
の
推
進

　

本
町
の
農
業
は
、
長
い
間
米
の
生
産
調
整

が
続
い
た
休
耕
農
地
や
農
業
者
の
高
齢
化
に

よ
り
耕
作
が
放
棄
さ
れ
た
農
地
の
保
全
と
有

効
活
用
が
課
題
で
す
。
国
の
政
策
の
影
響
を

受
け
る
中
で
、
町
の
独
自
の
事
業
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
農
地
の
生
産
基
盤
の
保
全
に
努
め

ま
す
。

　

国
県
が
進
め
る
響
灘
沖
の
風
力
発
電
計
画

は
準
備
段
階
の
よ
う
で
す
が
、
今
後
さ
ら
に

情
報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
担
当
部
署

に
つ
い
て
は
状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

太
田

自
治
区
・
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
同
様
、

協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
文
化
協
会
・
体

育
協
会
と
い
っ
た
社
会
教
育
団
体
等
も
そ
の

所
属
団
体
、
構
成
員
が
減
少
し
、
マ
ン
パ
ワ
ー

の
衰
退
で
存
続
の
危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

こ
の
現
状
を
ど
う
と
ら
え
、
ど
ん
な
支
援
を

し
て
い
き
ま
す
か
。

教
育
長

社
会
教
育
団
体
等
に
つ
い
て
は
、

そ
の
活
動
が
社
会
教
育
の
振
興
と
発
展
に
寄

与
し
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
補
助
金
や
様
々
な
情
報
提
供
等
、

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
団
体
が
今
後
ど

の
よ
う
な
活
動
を
目
指
す
の
か
、
そ
の
意
向

を
聞
き
な
が
ら
課
題
解
決
に
向
け
、
一
緒
に

な
っ
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
教
育
委
員
会
が

で
き
る
支
援
と
考
え
て
い
ま
す
。

太
田

従
来
の
や
り
方
を
踏
襲
し
て
い
て
は
、

衰
退
・
崩
壊
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
、
そ
の
数
字
が
如
実
に
示
し
、
団
体
の
方
々

か
ら
の
悲
鳴
も
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
そ
の
団
体
も
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
で
は
欠
か
せ
な
い
ピ
ー
ス
で

す
。
町
も
地
域
福
祉
計
画
に
お
い
て
高
齢
化

や
後
継
者
不
足
な
ど
様
々
な
課
題
を
認
識
さ

議員
教育長

協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
支
援
強
化
を

団
体
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
る

れ
て
い
ま
す
。
特
に
若
い
世
代
の
取
り
込
み

は
急
務
で
す
が
、
ど
ん
な
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
か
。

町
長

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む

中
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
継
続
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
住
民
の
協
力
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
今
後
も
引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
情
報
発
信
、
人

材
の
育
成
、
団
体
の
活
動
支
援
を
行
い
参
加

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

町政を問う　一般質問

町強靱化対策として（海岸侵食防止を）

いこいの里に移設したボランティアセンター

太
お お た

田　清
き よ と

人 議員

広
ひろわたり

渡　輝
て る お

男 議員
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Ｑ　具体的な活動内容を教えてください。
Ａ　�学校教師OBや福岡教育大生の方々がボランティ

アで教えてくれています。学習支援コーディネー
ターの松村淳子さんを中心に、私たち母子寡婦福祉
会がそのお手伝いをしています。

Ｑ　どれくらいの参加がありますか。
Ａ　�令和４年３月時点で、内浦小を除く４校から小学生が９

名、中学生が11名です（町外の２名含む）。先生に登録
してもらっているのは、教師OBが３名、福教大の学生
さんが15名程度です。今月で大学を卒業しそれぞれの
地元で先生になる学生さんが３人いらっしゃいます！

無料塾開催日　毎週木曜日　東部公民館
小学生…午後５時～午後７時
中学生…午後６時～午後８時

Ｑ　�「やりがい」と「悩み」や「ご苦労」などをお聞きします。
Ａ　�悩みや苦労などはありません、喜びばかりです。私た

ちも子どもの成長で元気をもらっているし、高校に進
学し、巣立った子どもたちも感謝の気持ちを忘れずに
いてくれている。こんなにうれしいことはありません。

お問い合わせ・加入希望者は、岡垣町母子寡婦福祉会／松村コーディネーター
	 TEL	080-6464-7925

ちちいきのいきのちちからから

団体紹介：第９回

～ひとり親家庭の学習塾（岡垣町母
ぼ

子
し

寡
か

婦
ふ

福
ふく

祉
し

会
かい

）～

Ｑ　町や議会に望むことは？
Ａ　�町のみならず社協など多くの方々にお世話になって

います。この取組が長く続くように、継続的にご支
援いただければうれしいです。

Ｑ　住民の方へひとこと。
Ａ　�ひとり親で、興味のある方、色々お困りの方は、ぜ

ひこの輪に参加してください。何事も一人で抱え込
まないように！会員になると、本塾への参加、独自
の奨学金制度などの特典もあります。

びわりんびわすけの

　この企画は、岡垣町で頑張っている皆さんの活
動内容、町や議会への要望などを取材しています。

　ひとり親家庭の児童を対象に、大学生など
のボランティアを先生に迎え、週１回の「無
料学習塾」を開催し、支援を続けています。

　約９年前、国の母子家庭のための学習支援事業としてス
タートし、県を通じ地域の母子会が参加しました。
　当初は勉強を教えるのではなく、私設的な学童保育のよ
うなものでした。宿題を見てあげると熱が入り机に向かう。
すると勉強する機会が増える。といった形で、現在の学習
塾になりました。教室（会議室）の提供や、物品の提供など、
町や社会福祉協議会等の協力も受けて運営しています。先
生の交通費などは国からの補助がありますが、イベントな
どの費用は母子寡婦福祉会が廃品回収などで賄っています。

学習塾のあゆみ

勉
強
は
面
白
い
！

�

（
学
習
の
模
様
）

学生ボランティア（右から）

浦
うら

　伊
い

織
おり

さん（島根県）

瀬
せ

戸
と

さくらさん（久留米市）

立
たて

石
いし

仁
さと

野
の

さん（熊本県）

※（�）内は出身地

長い間、どうもありがとう！
学習塾の主な運営メンバー

平
ひら

田
た

玲
れい

子
こ

会長横
よこ

山
やま

貴
たか

子
こ

さん

山
やまだ

田千
ち さ よ

佐代さん 山
やま

田
だ

真
ま

理
り

子
こ

さん松
まつ

村
むら

コーディネーター
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